
問

現
在
引
き
こ
も
り
は

増
加
し
、
地
域
の
課
題
と

も
な
っ
て
い
る
。

要
因
や
背
景
に
は
、
本

人
や
家
族
に
も
様
々
な
課

題
が
あ
る
と
さ
れ
、
総
合

的
な
対
策
が
必
要
だ
が
、

目
的
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

関
係
機

関
が
連
携
・
協
力
し
、
ひ

き
こ
も
り
の
方
が
そ
の
状

態
や
移
行
に
添
っ
た
自
立

が
で
き
る
こ
と
。
一
人
で

も
少
な
く
な
る
こ
と
。

問

相
談
窓
口
は
多
岐
に

わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る

が
、
相
談
事
例
を
総
合
的

に
整
理
し
対
応
す
る
担
当

部
署
は
。

健
康
福
祉
部
長

明
確
に

定
め
て
い
な
い
が
、
関
係

機
関
と
調
整
機
能
も
含
め

た
対
外
的
な
窓
口
と
し
て

健
康
福
祉
部
の
健
康
課
が

担
っ
て
い
る
。

現
状
と
し
て
健
康
課
に

ひ
き
こ
も
り
総
合
相
談
窓

口
を
設
け
、
平
成

年
７

27

月
か
ら
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
の
一
環
と
し
て
「
若
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
」
を
月

２
回
実
施
。
精
神
保
健
福

祉
士
が
担
当
。

健
康
課
で
は
関
係
機
関

と
連
携
し
た
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
精
神
科
医
も
含
め

た
支
援
方
針
会
議
も
お
こ

な
っ
て
い
る
。

福
祉
課
で
は
「
く
ら
し

ス
」
や
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
対
応
し
て

い
る
。

市
の
組
織
以
外
で
は
多

岐
に
わ
た
る
機
関
が
個
別

や
連
携
し
相
談
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

必
要
な
こ
と
は
期
間
が

互
い
に
連
携
し
合
う
こ
と

で
重
層
的
な
支
援
を
行

い
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か

ら
自
立
へ
の
可
能
性
を
見

出
す
こ
と
が
重
要
。

問

実
態
・
現
状
の
把
握

に
つ
い
て
。
長
年
継
続
的

に
対
策
を
行
っ
て
い
る
方

々
は
何
人
程
い
る
の
か
。

関
係
団
体
の
具
体
的
な
協

力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

形
で
具
体
化
し
て
い
く
の

か
。

健
康
福
祉
部
長

「
若
者

ひ
き
こ
も
り
自
立
支
援
実

務
者
会
議
」
で
相
談
件
数

・
年
齢
・
性
別
な
ど
集
約

し
て
い
る
が
全
体
を
把
握

す
る
調
査
は
し
て
い
な

い
。継

続
的
に
支
援
し
て
い

る
人
は
全
体
の

％
と
な

30

っ
て
い
る
。
平
成

年
29

11

月
に
「
鶴
岡
市
ひ
き
こ
も

り
支
援
連
携
会
議
」
を
設

置
。
協
力
体
制
を
推
進
。

問

県
の
ひ
き
こ
も
り
調

査
に
つ
い
て
異
な
る
事

項
、
独
自
実
施
項
目
や
内

容
追
加
は
。

健
康
福
祉
部
長
「
家
計
状

況
・
暮
ら
し
向
き
」
「
ひ

き
こ
も
り
の
相
談
・
支
援

窓
口
と
知
っ
て
い
る
も
の

は
あ
る
か
」２
項
目
追
加
。

市
と
し
て
追
加
は
し
て
い

な
い
。

問

ひ
き
こ
も
り
支
援
の

方
向
性
は
。
支
援
に
関
わ

っ
て
１
年
以
上
。
要
因
や

背
景
に
つ
い
て
は
顔
色
や

言
葉
を
丁
寧
に
読
み
取
り

な
が
ら
の
作
業
。
家
族
支

援
も
同
時
に
行
い
な
が
ら

一
歩
前
進
一
歩
後
退
し
つ

つ
慎
重
に
行
っ
て
も
未
だ

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

多
大
な
る
時
間
と
関
連
機

関
と
の
連
携
が
大
切
。

庄
内
町
事
例
や
岡
山
県

総
社
町
の
先
進
事
例
を
基

に
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
上

げ
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
は
。

健
康
福
祉
部
長

関
係
機

関
と
の
連
携
が
不
可
欠
。

連
携
会
議
に
お
け
る
全
体

的
な
支
援
体
制
の
構
築
、

地
域
と
の
連
携
も
含
め
さ

ら
に
強
化
。
今
後
の
情
報

収
集
や
対
象
需
要
の
予
測

等
勘
案
し
た
上
で
取
り
組

む
。
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日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

18
本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
、
①
ひ
き
こ
も
り
対
策
、

②
腹
膜
透
析
及
び
医
療
依
存
度
が
高
い
高
齢
者
の
介
護

に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
増
加
、
総
合
的
対
策
必
要

核も原発もない
平和な社会を！

７月４日（水）午後７時～
鶴岡市勤労者会館・２Ｆ大会議室

講演「核兵器廃絶の
流れと平和運動」
講師：川田忠明
（日本平和委員会常任理事）

報告「福島原発避難
者が住宅で訴えられ
る」
講師：武田徹
（福島原発被災者フォーラム山形・福島代表）

連絡先：原水爆禁止田川地区会議 22-1776

原水爆禁止田川地区協議会 25-1816

問

腹
膜
透
析
及
び
透
析

患
者
の
現
状
は
。

病
院
事
業
管
理
者

腹
膜

機
能
を
利
用
し
て
血
液
を

ろ
過
。
本
人
又
は
家
族
・

看
護
師
が
行
う
在
宅
介
護

で
は
注
意
が
必
要
。
血
液

透
析
患
者
は
高
齢
化
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

問

透
析
患
者
が
高
齢
と

な
り
介
護
施
設
に
入
居
希

望
し
て
も
、
看
護
体
制
が

整
わ
な
い
。
老
人
保
健
施

設
で
は
施
設
の
負
担
が
大

き
く
、
受
け
入
れ
で
き
な

い
現
状
が
あ
る
。
患
者
か

ら
の
切
実
な
手
紙
の
訴
え

を
通
し
て
「
福
祉
の
ま
ち

鶴
岡
」
を
目
指
す
た
め
、

現
状
を
捉
え
、
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長

腹
膜
透

析
患
者
の
受
け
入
れ
可
能

な
施
設
は
鶴
岡
管
内
で1

1

事
業
所
と
非
常
に
少
な

い
。
本
人
・
家
族
が
透
析

液
の
交
換
で
き
な
い
方
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
看

護
で
は
高
額
な
費
用
負
担

と
な
り
経
済
的
負
担
が
大

き
い
。

対
応
策
の
一
つ
し
て
研

修
を
受
け
た
介
護
職
員
が

対
応
で
き
る
よ
う
に
国
に

提
言
。
県
内
の
市
町
村
と

検
討
し
て
い
く
。

透
析
患
者
の
介
護
施
設
受
け
入
れ
困
難



（
１
）市
の
災
害
対
応

①
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
・
発
令
の
経
緯

に
つ
い
て

５
月

日
の
大
雨
は
１

18

日
の
降
水
量
が
１
０
９
㍉

で
、
京
田
川
が
避
難
判
断

水
位
に
達
し
た
こ
と
か

ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
災
害
警
戒
本
部
体
制
を

立
ち
上
げ
た
。

県
河
川
砂
防
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
情
報
を
踏
ま
え
、

夜
間
の
避
難
行
動
に
は
危

険
が
伴
う
こ
と
も
考
慮
し

避
難
に
時
間
を
要
す
る
方

々
に
対
し
、
明
る
い
う
ち

に
避
難
を
促
す
た
め
、
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
発
令
を
行
な
っ
た
。

②
長
沼
地
区
の
排
水
ポ
ン

プ
設
置
の
前
倒
し
と
排
水

対
策
に
つ
い
て

東
北
農
政
局
よ
り
陸
上

ポ
ン
プ
５
台
を
借
り
受
け

強
制
排
水
に
備
え
て
い

る
。
５
月
下
旬
に
借
受
け

月
に
返
却
し
て
い
る

11

が
、
こ
の
度
の
大
雨
の
た

め
、
国
土
交
通
省
酒
田
河

川
国
道
事
務
所
に
依
頼

し
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
稼

働
し
た
。

前
倒
し
に
つ
い
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
４
月
か
ら
の

借
り
受
け
に
も
対
応
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
来
年
度
か
ら
期
間
を

前
倒
し
し
て
対
応
す
る
。

今
回
冠
水
し
た
長
沼
地

域
の
今
後
の
農
地
の
排
水

対
策
に
つ
い
て
、
県
事
業

と
し
て
京
田
川
地
区
農
水

減
災
事
業
用
排
水
施
設
等

整
備
事
業
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

③
河
川
の
浚
渫
、
支
障
木

の
撤
去
に
つ
い
て

こ
の
対
応
に
よ
り
流
下

能
力
が
向
上
し
、
こ
の
度

の
大
雨
で
も
災
害
の
未
然

防
止
に
大
き
な
効
果
が
あ

っ
た
。
市
と
し
て
県
管
理

河
川
に
お
け
る
安
全
・
安

心
な
治
水
事
業
を
求
め
毎

年
県
に
対
し
要
望
し
て
い

る
。県

で
は
河
川
流
下
能
力

向
上
計
画
を
策
定
し
、
昨

年
度
鶴
岡
市
で
は
４
河
川

５
箇
所
が
実
施
さ
れ
、
今

年
度
は
６
河
川
６
箇
所
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
経
済
・
雇
用
情
勢

①
「
正
社
員
化
促
進
事
業

奨
励
金
」
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
、
国
・
県

と
連
携
し
た
奨
励
金
制
度

を
設
け
て
い
る
。
現
時
点

で
６
件
の
転
換
報
告
を
受

け
て
お
り
、
制
度
内
容
へ

の
問
い
合
わ
せ
も
頂
い
て

い
る
。
制
度
の
周
知
を
図

り
な
が
ら
非
正
規
か
ら
正

社
員
へ
の
転
換
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

②
鶴
岡
市
の
正
規
・
非
正

規
の
労
働
実
態
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
臨
時
的

職
員
の
採
用
方
法
や
任
期

な
ど
の
取
り
扱
い
を
明
確

に
す
る
た
め
、
制
度
の
調

査
検
討
を
す
す
め
て
い

る
。
本
市
の
非
正
規
は
45

％
。
山
形
市
、
酒
田
市
も

同
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
、
仕
事
の
量
や
内
容

必
要
性
を
勘
案
し
て
適
切

な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

臨
時
的
職
員
の
雇
用
の

改
善
策
と
し
て
、
こ
の
間

パ
ー
ト
の
保
育
士
、
栄
養

士
な
ど
専
門
的
業
務
の
単

価
を
引
き
上
げ
る
な
ど
必

要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。

（
３
）フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー

①
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
の
経

費
見
直
し
に
つ
い
て

オ
ー
プ
ン
時
の
民
間
事

業
者
に
よ
る
経
費
負
担
に

つ
い
て
は
、
午
後
５
時
以

降
の
飲
食
事
業
者
だ
け
で

営
業
す
る
夜
間
共
益
費
に

つ
い
て
は
民
間
事
業
者
が

負
担
す
る
も
の
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
一
定
期
間

経
過
す
る
中
で
、
想
像
以

上
に
夜
間
共
益
費
が
か
さ

む
こ
と
や
施
設
の
利
用
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

市
と
事
業
者
が
協
議
を
重

ね
、
本
来
の
施
設
の
目
的

を
達
成
で
き
る
よ
う
す
る

た
め
に
共
益
費
負
担
を
見

直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
官
民
双
方
に
認
識
の

甘
さ
が
あ
っ
た
。

②
今
後
の
食
文
化
創
造
の

振
興
策
に
つ
い
て

市
の
整
備
し
た
観
光
案

内
所
や
食
文
化
発
信
機
能

と
民
間
の
飲
食
店
の
両
立

が
重
要
。
民
間
事
業
者
の

安
定
し
た
経
営
に
は
今
回

の
費
用
負
担
見
直
し
の
他

に
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

集
客
が
重
要
で
あ
る
。
独

自
の
創
意
工
夫
が
前
提
と

な
る
が
、
市
と
し
て
も
互

い
に
情
報
共
有
し
な
が
ら

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入

れ
る
方
策
や
、
共
同
で
取

り
組
め
る
事
業
を
協
議
し

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月14日入札分

・谷定6号線道路詳細設計業務（谷定地内）（入札12業者）
(有)アルファ設計 3,290,000円（3,431,000円）期間～9/28（落札率95.89％）

櫛引庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
6月14日入札分

・黒川地内ケーブルテレビ伝送路新設撤去工事（入札7業者うち1業者不参
加）
庄内通信建設(株) 4,430,000円（5,000,000円）工期～10/31（落札率88.60％）

防災安全課入札結果（ ）内は予定価格
6月14日入札分

・市防災行政無線（移動系）等通信システム整備工事（市内一円）（入
札2業者うち1業者辞退）
(株)ハムシステム庄内 110,000,000円（112,210,000円）
工期～31/3/18（落札率98.03％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
6月14日入札分

・市立大山小学校体育館大規模改修工事（機械設備）平成29年度繰越
明許（入札6業者）
(株)板垣水道 6,500,000円（6,640,000円）工期～31/2/28（落札率97.89％）
・市立大山小学校体育館大規模改修工事（電気設備）平成29年度繰越
明許（入札12業者）
荘内配電管工(株) 27,700,000円（28,710,000円）
工期～31/2/28（落札率96.48％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・市集落排水事業 黒川地区人孔嵩上工事（馬渡ほか地内）
中止

・市公共下水道事業 汚水210074～ＮＣ27号新設工事（下川地内ほか）
（入札13業者）
鶴岡建設(株) 203,000,000円（206,992,000円）工期～31/3/22（落札率98.07％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・千石町他地内径200粍水管路耐震化工事（千石町他地内）（入札5業者）
森建設工業(株) 24,300,000円（24,780,000円）工期～12/28（落札率98.06％）
・文園町他地内径200粍水道管路耐震化工事（文園町他地内）（入札5業者）
松田工業(株) 40,000,000円（40,870,000円）工期～12/28（落札率97.87％）
・朝暘町地内径200粍水道管路耐震化工事（朝暘町地内）（入札5業者）
山形空調(株) 23,480,000円（23,960,000円）工期～12/28（落札率98.00％）
・東原町、日出一丁目地内径200粍水道管路耐震化工事（東原町、日出
一丁目地内）（入札5業者）
青山工管(株) 42,000,000円（42,640,000円）工期～12/28（落札率98.50％）

原水爆禁止禁止国民平和行進が１６～１８日の

３日間、庄内町～三川町～鶴岡市～新潟県の

行程で行われ、のべ約４６０人が参加しました。


